
福井工業高等専門学校 基準7 

- 263 - 

基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

 

（観点に係る状況）  

 本科(準学士課程)入学生に対して，１泊２日の「新入生オリエンテーション」を開催して各学科や

授業内容のガイダンスを行う（資料７− １− ①− １）とともに，学生相互及び教職員の親睦を図って

いる。本科３年生までの低学年では毎週「特別活動」の１単位があり，必要に応じて担任による学習

のアドバイスが行われている。 

 

資料７− １− ①− １

「新入生オリエンテーション時の説明資料（抜粋）」 

 

(出典 学生課)

 

 新学期のすべての最初の授業では，その科目のシラバスを用いてガイダンスを実施している。これ

により，学生は科目の学習目的・学習方法・スケジュールが確認できる。これらの情報はホームペー

ジからも検索閲覧が可能となっている（資料７− １− ①− ２）。 
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資料７− １− ①− ２

「授業内容（シラバス）」 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/student/syllabus.html）

 学生からの質問などに答えるために，各教員はオフィスアワーを設け，各学科・教室のホームペー

ジに電子メールアドレスなどと共に記載している（資料７− １− ①− ３）。 

資料７− １− ①− ３

「電子情報工学科・２０１２年度 前期オフィスアワー」 

 

（出典 本校ホームページ http://www.ei.fukui-nct.ac.jp/officehour.php）
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（分析結果とその根拠理由）  

 各授業の最初にはシラバスを示しながら，各授業の目的・学習法を説明している。学生の自主的学

習に対応するために，教員はオフィスアワーを設定し，多くの学生が質問や相談に訪れている。これ

らの成果により，最近５ヶ年間の本科卒業生の内，進学者は約５割を維持するとともに，就職の求人

倍率及び就職内定率も好調である。 
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観点７－１－②： 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活

環境等が整備され，効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 学生の自主的学習環境としては，「総合情報処理センター」，「図書館」等があげられる。 

 総合情報処理センターには，演習室が４室あり，そのうち３室は１クラスの学生数を超える台数の

パソコンが設置されている。パソコンはすべてネットワークに接続されており，教材資料の閲覧や学

生の達成状況も把握できる学習支援システムが利用でき、多くの学生に利用されている（資料７− １

− ②− １〜３）。 

資料７− １− ②− １

「演習室の利用時間・利用手続き」 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/~ip/riyou.html）
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資料７− １− ②− ２

「総合情報処理センターの時間割」 

 

（出典 総合情報処理センターホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/~ip/riyou2.html）

 

資料７− １− ②− ３

「平成23年度総合情報処理センター 時間外利用状況」 

 
（出典 総合情報処理センター）

 

 

 



福井工業高等専門学校 基準7 

- 268 - 

 図書館は，学習に必要な専門図書をはじめ，一般教養図書及び新聞・雑誌を多数備えている。平日

は２０時まで，土曜日は１６時３０分まで開館しており，静かな学習環境として広く利用されている。 

（資料７− １− ②− ４，５） 

資料７− １− ②− ４

「図書館利用案内2012（抜粋）」 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/~tosyo/guide/guide2012.pdf）

 

資料７− １− ②− ５

「平成23年度入館者及び貸出冊数統計」 

 

（出典 図書館）

 

 平成２２年度の全学生を対象にした「教育環境アンケートのまとめ」（資料７− １− ②− ６）によ

れば，先に示した自主的学習環境はどれも，満足度が６５％を超えている。教育環境アンケートは毎

年度実施され，教務委員会，補導委員会，図書委員会などの関係委員会によって審議し対策を講じて

いる。平成２１年１月からの校舎改修工事の終了により教育環境については大きく改善され，要望の

高かった教室の空調設備も整えられた。 
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資料７− １− ②− ６

「平成２２年度・教育環境アンケート 集計結果（抜粋）」 

 

（出典 学生課）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 情報処理施設，図書館は毎日多くの授業に使用され，さらにこれらは放課後の自主学習にも毎日多

くの学生が利用している。特に平成２１年度からの校舎改修により，教育環境も大きく改善された。 

 学生の生活を支援する学寮・食堂・売店なども設置されている。学生を対象とした教育環境アンケ

ート調査も毎年行なっており，できる箇所等から学生の要望に応じた設備の充実を行なっている。 
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているか。また，資格試験や検

定試験の受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校では，学科の専門科目や一般科目において，将来の進路を見据えたキャリア教育と連携をとり

ながら，将来必要となる知識分野や資格などの重要性や有用性を学生に啓発している。そして関連し

た資格試験の受講案内や講習会の情報を学生向け掲示板に示し，受験希望者には補講・講習会・アド

バイスといった支援を行ない，数多くの学生が資格を取得している。 

（資料７− １− ③− １〜３） 

資料７− １− ③− １

「平成23年度資格取得者一覧(速報・判明分のみ)」 

 

（出典 学生課）
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資料７− １− ③− ２

「2011年度第3回STEP英検合格者数(2012年1月21日実施)」 

２０1１年度第３回ＳＴＥＰ英検合格者数（２０1２年１月２１日実施） 

  1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

準 2 級 10 9 13     

2 級     1 2   

（出典 英語科）

 

資料７− １− ③− ３

「乙種全類取得者表彰者数内訳」 

（出典 物質工学科）

 資格取得などを支援するために，専門科目では学科を中心に担任などから，試験開催を周知してい

る。掲示は，本校正規の掲示板に加え校内４ヶ所のインフォメーションパネル，教室内掲示によって

行なっている。（資料７− １− ③− ４） 

資料７− １− ③− ４

「電子情報工学科掲示板」 

 

（出典 電子情報工学科）
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さらに専門の資格試験では各学科で必要に応じて補講を行い，本校が試験会場とするなど利便性を

向上させて支援を行なっている。例えば物質工学科では，１年より危険物取扱主任者の資格試験を奨

励し、正規授業の中に一部を取り込む形で対策を行い，不足分は放課後の補習や試験直前の対策補講

にて補っている。（資料７− １− ③− ５，６） 

 

資料７− １− ③− ５

「物質工学科での危険物資格試験の取り組み」 

 

（出典 物質工学科）

 



福井工業高等専門学校 基準7 

- 273 - 

 

資料７− １− ③− ６

「平成24年度危険物取扱者試験実施予定表」 

 

（出典 物質工学科）
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英語検定関係については，実用英検・工業英検・TOEIC・TOEIC-IPなどの説明を行い，希望学生の

把握及びガイダンスを行い，資格取得の支援にあたっている。特に，TOEIC-IP試験は本校内で実施し

ている。資格を取得した学生については，本校の内規である「教務に関する申し合わせ事項」第24

（資料７− １− ③− ７）のように単位認定が明記され，正規の単位への振替制度がある。 

資料７− １− ③− ７

「第24 技能審査の合格による単位の修得認定に関する事項」 

 

（出典 学生課）
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本校では，学則第２６条の２において学生の外国留学のため規則を定めている（資料７− １− ③−

８）。本科生の外国留学はその目的に関して，国外の学校における教養・専門分野の学習と，特に語

学研修に特化したものの2種類がある。前者においては，学則２６条の２において扱いが規定され，

外国での修得単位のうち30単位を限度として本校卒業単位として認めることができる。 

 

資料７− １− ③− ８

「学則 第２６条の２」 

 

                       略 

第２６条の２ 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が外国の高等学校又は大学に留学するこ

とを許可することができる。 

２ 校長は，前項の規定により留学することを許可された者について，外国の高等学校又は大学に

おける履修を本校における履修とみなし，30単位を超えない範囲で単位を認定することができ

る。 

３ 校長は，前項の規定により単位の修得を認定された者について，学年の途中においても，各学

年の課程の修了又は卒業を認めることができる。 

４ 前3項に関し必要な事項は，別に定める。 

                      略 

 

（出典 学生課）

 

 語学研修を目的とした留学では，主に英語科の教員が授業の中で各種制度を紹介し，興味を示した

学生に対して詳しい内容を説明すると共に，実際の手続きに関して支援を行なっている。留学中の連

絡や、復帰後のフォローも担任・英語科教員が連携を取りながら実施をしている。平成１７年度から

は，オーストラリア・メルボルンの総合大学であるBallarat大学と相互交換留学生制度を締結し，隔

年で実施しており，毎回数名の学生が参加している（資料７− １− ③− ９）。 
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資料７− １− ③—９

「バララット大学交換留学生の報告会を実施しました」 

 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=347）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 専門の科目及び一般科目において教員が様々な資格について啓蒙し，その情報は学生向け掲示板よ

り具体的な情報を提供している。興味を持った学生は，希望に応じて補講などのサポートを受けなが

ら資格取得に励んでいる。海外学生交換留学生の支援制度もあり，留学を希望する学生の海外への視

野拡大の手助けとなっている。 
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観点７－１－④： 特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されているか。また，

必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校では「特別支援室規則」（資料７− １− ④− １）に基づき，心身に障害を有し，支援が必要と

認められる学生に対して，副室長（学生相談室長），当該学生の学級担任及び学生所属の学科長等を

メンバーとした支援体制を，該当者毎に個別に設け，対応を行なっている。平成24年度には身体障害

の学生についても特別支援室にて対応をとるべく規則の改正を行なっている。（資料７− １− ④−

２）。また，特別支援室からの要請を受け学校設備のバリアフリー化工事を実施している。（資料７

− １− ④− ３） 

資料７− １− ④− １

「福井工業高等専門学校特別支援室規則（抜粋）」 

 

                        略 

 （設置） 

 第１条 本校に特別支援室（以下「支援室」という。）を置く。 

 （目的） 

 第２条 支援室は、心身に障害がある学生（それと同等と認められる者を含む。）の教育及び学

生生活の支援について審議し、その結果、支援が必要と認められる学生（以下「要支援学生」と

いう。）の修学環境の向上を図ることを目的とする。 

 （業務） 

 第３条 支援室は、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 要支援学生の支援のための基本的事項に関すること 

(2) 要支援学生の支援に関する関係委員会等との連絡調整に関すること 

(3) 要支援学生の自立に向けての支援に関すること 

(4) 要支援学生の支援体制構築及び運用に関すること 

(5) 教員の要支援学生に対応する指導力の向上に関すること 

(6) その他要支援学生の支援に関し必要と認められること 

                      略 

                      

（出典 総務課）
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資料７− １− ④－２

「特別支援室会議議事録」 
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（出典 特別支援室）

 

資料７− １− ④− ３

「身障者対策について」 

（出典 総務課）

 

 外国人留学生に対しては外国人留学生委員会を設置（資料７－１－④－４）し，一人に対し指導教

員・チュータをそれぞれ配置し，きめ細かい対応を行なっている。チュータは外国人留学生が所属す

る同一学級の寮生より選出し，「留学生チュータのしおり」（資料７－１－④－５～８）に基づいて

５年次に進級するまでの間，学校生活・学寮生活にわたって支援を行っている。 

 外国人留学生に対しては，本科３学年編入学から５学年までは「外国人留学生特設科目」として，

日本語・数学・物理・各学科専門科目の基礎を開設し，（資料７－１－④－９）に示すような単位の

振替を行なっている。 
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資料７− １− ④− ４

「福井工業高等専門学校外国人留学生委員会規則（抜粋）」 

 

                       略 

 第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

  (1) 外国人留学生（以下「留学生」という。）の学習指導に関すること 

  (2) 留学生の生活指導に関すること 

  (3) その他留学生に関すること 

 ２ 専攻科留学生について必要な事項は、専攻科委員会において審議する。 

                       略 

 

（出典 本校規則集）

 

資料７− １− ④− ５

「平成23年度留学生名簿」 

（出典 学生課）
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資料７− １− ④− ６

「留学生チュータのしおり」 

 

（出典 学生課）
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  資料７− １− ④− ７

「留学生指導のためのマニュアル(学生寮関係)・英語版（抜粋）」 

 

（出典 学生課）

 

資料７− １− ④− ８

「チューター日誌例」 

 

（出典 学生課）
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資料７− １− ④− ９

「平成２３年度入学 留学生の修得単位」 

 

（出典 学生課）

 

 一般高校からの本科４年編入学生に対しては，編入試験合格発表(８月)後，本校の学習・生活に関

する資料を送付し，３月と４月に学習・生活に関するオリエンテーションを実施している。さらに数

学や専門科目などを中心に，担当教員から必要に応じて個別指導を行なっている。 

  

 

（分析結果とその根拠理由）  

 外国人留学生に対して，チュータの配置や留学生特設科目の設定により，学習支援体制は十分にと

られている。編入生に対しても入学前の各学科の指導やオリエンテーションが十分に取られ，編入学

後にも担任を中心に学習に対する支援を十分行なっている。心身に障害を有し，支援が必要と認めら

れる学生についても，特別支援室を中心に支援が十分にとられている。 



福井工業高等専門学校 基準7 

- 284 - 

観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が整備

され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 学生会は，学生会規約（資料７− １− ⑤− １）沿って組織されている。学校では学生主事を中心に

学生会をサポートする一方，すべてのクラブ活動に指導教員を１名以上配置している。現在クラブ活

動を行なっている，部・同好会を記載したホームページの一部を（資料７− １− ⑤− ２）に示す。 

資料７− １− ⑤− １

「福井工業高等専門学校学生会規約（抜粋）」 

 

 第２章 会員の権利と義務 

 第３条 本会は、福井工業高等専門学校の学生全員を会員とする。 

 ２ 全学生は、会員としての権利を持つとともにその義務と責任を持たなければならない。 

 第４条 会員は、規約で定められた会費を納入する義務を負う。 

 第５条 会員が本会員として有する権利義務は、全く平等であり、学年、思想、性別、その他い

かなる条件によっても差別をうけない。 

 第３章 機関 

 第６条 本会に次の機関を置く。 

  一 総会 

  二 評議会 

  三 役員会 

  四 運営委員会 

  五 体育委員会 

  六 文化委員会 

  七 厚生委員全 

  八 選挙管理委員会 

  九 監査委員会 

  十 学級会 

  十一 部門会 

（出典 平成24年度学生便覧，ｐ.132）
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資料７− １− ⑤− ２

「部活動の紹介」 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/junior/enjoy/club.html）
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 このようなクラブ活動の運営金は学生会活動として行われ，これらの部活動補助の学生会活動全体

における状況を（資料７− １− ⑤− ３）に示す。 

資料７− １− ⑤− ３

「平成２３年度・学生会修正決算」 

 

（出典 学生課）
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生のクラブ活動や学生会の課外活動に対する支援は整備され，機能しているといえる。その根拠

理由として，学生の課外活動に学校全体として取り組み，全教員のほとんどが何らかの形で学生の課

外活動を支援している。 



福井工業高等専門学校 基準7 

- 288 - 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能して

いるか。 

 

（観点に係る状況）  

 学生の生活，経済面での指導・相談・助言は，直接は各学級担任が担当し，必要に応じて学生主

事を中心とした補導委員会全体で支援を行う（資料７− ２− ①− １）。専攻科では，各専攻の２名

の専攻科主任が学生の指導や助言にあたっている。奨学金や授業料に関する情報（資料７− ２− ①

− ２）は，担任経由もしくは学内掲示板・ホームページなどを用いて学生に伝えられ，学生課学生

生活係で対応を行なっている。 

資料７− ２− ①− １

「福井工業高等専門学校補導委員会規則（抜粋）」 

 

  （審議事項） 

 第２条 委員会は、校長の命を受けて次の事項を審議する。 

 （1） 学生の保健管理に関する事項 

 （2） 学生の福利厚生に関する事項 

 （3） 学生の規律及び風紀に関する事項 

 （4） 学生の育英奨学に関する事項 

 （5） 学生会に関する事項 

 （6） その他学生の補導に関する重要な事項 

  （組織） 

 第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 （1） 学生主事 

 （2） 寮務主事 

 （3） 学生主事補 

 （4） 学級担任 

 （5） 学生課長 

 ２ 委員会に委員長を置き、学生主事をもって充てる。 

 ３ 校長は、第2条第6号のうち、専攻科生と関連する事項を審議する場合は、委員会に専攻科委

員会委員を加えるものとする。 

 ４ 委員長は、委員会に委員以外の者の出席を求めて、その意見を聴くことができる。 

 

（出典 本校規則集）
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資料７− ２− ①− ２

「就学支援金・授業料に関する情報」 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/support/index.htm）

  

近年の経済状況の悪化や自然災害に伴う保護者の失職等により，就学が困難となる事例も増え，

様々な緊急的事由に対応した入学料免除・入学料徴収猶予・授業料免除などの制度がとられている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生の生活に関する指導・助言は，教職員が一丸となって対応をしており，特に学級担任を中心

としたきめ細かい指導が行われている。経済的な支援でも，様々な事由に対応した授業料免除など

の制度が実施されている。 
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観点７－２－②： 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのできる状

況にあるか。また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

 観点７− １− ④で既に示したように，身体に障害を持つ学生への支援として，傷害者用トイレ施設

の充実や段差解消スロープなどのバリアフリー化がとられている。これらの対応の結果，平成２４年

度には車椅子学生の入学者も受け入れている。 

 外国人留学生については観点７− １− ④で既に示したように，外国人留学生委員会を設置し，各外

国人留学生１人にチュータを任命することで，学習面に加え学寮生活についても支援にあたっている。

学寮でも食習慣の違いに対応するために留学生のための捕食談話室を設け，冷蔵庫・システムキッチ

ン・食器棚・コンロを設置している。生活習慣の違いにも対応するために，留学生専用のシャワー室

などを設けている。 

 私費留学生については，一般学生と同様な入学料免除・授業料免除に加え，様々な奨学金取得に向

け指導を行なっている。さらに，学寮以外の住居を利用する場合は，外国人留学生機関保証制度によ

り支援を行なっている。（資料７− ２− ②− １，２） 

 さらに日本での文化や生活を理解するために，見学旅行やスキー体験といった研修も実施している。

（資料７− ２− ②− ３） 

資料７− ２− ②− １

「私費留学生に対する財政支援について」 

 

（出典 学生課）
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資料７− ２− ②− ２

「外国人留学生機関保証制度利用申請書」 

 

（出典 学生課）
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資料７− ２− ②− ３

「外国人留学生がスキー・スノーボード体験ツアーを行いました」 

 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=416）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 障がい者のためのバリアフリー化も主要施設では完備され，学内の生活支援は充実している。外

国人留学生などの生活面でも，担当の学生チュータを任命することで十分な生活支援を行なってい

る。 
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 自宅が遠方で通学が困難な学生のために，２４５名を収容可能な学生寮を設置している（資料７−

２− ③− １，２）。 

資料７− ２− ③− １

「学寮(青武寮)」 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/junior/course/support.html）

 

資料７— ２— ③— ２

「平成24年度 在籍寮生数」 

 

（出典 学生課）
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 学寮については，寮務主事が中心となり，学寮運営委員会，寮務主事団，学生課学生生活係がその

運営にあたっている。学寮は学校敷地内にあることから，学習・部活動に対する利便性に富む。居室

についても学寮内での友人関係を構築するための本科１年を除き個室となっている。平成２２年度か

らは北寮棟を女子専用棟としたことから女子入寮希望者も増え，例年入寮希望者が多い状態が続いて

いる。平日は全教員交代による２名宿直体制をとり，生活面での指導など支援体制も充実している。

学習環境としても，学寮図書室に学習環境及びインターネット端末を提供している。これらの生活環

境については，教育環境アンケート内に寮生活の回答を設けて，生活環境改善に取り組んでいる。

（資料７− ２− ③− ３） 

資料７— ２— ③— ３

「平成２２年度学寮運営委員会資料・学寮のアンケート結果」 

(出典 学生課)

 

（分析結果とその根拠理由）  

 寮務主事を中心とした教職員の支援に加え，全教員交代による宿日直により，寮学生の生活や勉学

の支援・指導が十分に行われている。学寮生活についても教育環境アンケートの意見要望を踏まえ，

学寮生による自治会である寮生会と情報交換をとりながら，生活改善に取り組んでいる。 
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観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 学生の就職・進学を支援するために進路指導委員会を設置し（資料７− ２− ④− １），教務主事・

学生主事・学科長・学級担任や専攻科委員などを交え，進学・就職に関する情報意見交換をとりなが

ら，学級担任が中心となって進路指導を行なっている。学級担任は，保護者を交えた進路相談，応募

資料の添削，面接の練習など進路の選択から応募まできめ細かな指導（資料７− ２− ④− ２）を行な

っている。進路指導委員会では，本科４年及び専攻科１年を対象とした校外研修・インターンシップ

での情報交換や，キャリア教育セミナー等の企画運営を行なっている（資料７− ２− ④− ３，４）。

就職・進学の事務手続きの一本化のために進路指導室を設け，求人企業との対応や，学生の求人・進

学の対応を行なっている。 

 

資料７− ２− ④− １

「福井工業高等専門学校進路指導委員会規則（抜粋）」 

 

  （審議事項） 

 第２条 委員会は、校長の命を受けて次の事項を審議する。 

 （1） 学生の進学に関する事項 

 （2） 学生の就職に関する事項 

 （3） 学生のキャリア教育・職業教育に関する事項 

 （4） その他校長が特に諮問した事項 

  （組織） 

 第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 （1） 教務主事 

 （2） 学生主事 

 （3） 専攻科長 

 （4） 学科長及び教室主任 

 （5） 専攻科委員会委員 

 （6） 第1学年から第5学年の学級担任 

 （7） 学生課長 

 （8） その他校長が特に必要と認めた者 

 ２ 前項第８号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任の

任期は、前任者の残任期間とする。 

（出典 総務課）
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資料７− ２− ④− ２

「オフィスアワーの実施例」 

 

（出典 電子情報工学科）
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資料７− ２− ④− ３

「平成２３年度進路指導委員会幹事会（第３回） 議事要旨（抜粋）」 

 

 

（出典 進路指導委員会）
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資料７− ２− ④− ４

「第6回キャリア教育セミナーを開催しました」 

 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=413）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生の就職や進学では進路指導委員会が中心となり，早期の就学就業意識付けのためのインターン

シップや進路指導セミナーなどを実施している。さらに，求人企業との対応や進学就職希望学生の対

応を行うために進路指導室を設け，教員及び事務職員のきめ細かな対応を行うための体制が整備され，

就職進学学生は，進路指導室を積極的に利用し様々な情報を活用している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 学生の学習活動・生活に対する支援は優れていると言える。また，留学生などの特別な支援が必要

な学生についても，様々な支援体制が十分に整っている。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし。 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 学生に対する学習支援として，シラバスの公開などホームページを中心に必要な情報が得ら

れるようになっている。学生の学習指導面でも，約40人のクラスに対し学級担任を配置し，学

習・生活の両面できめ細かな対応ができている。自主的な学習環境として，図書館や総合情報

処理センターなどの施設も充実している。これらの改善のために毎年度，教育環境アンケート

を実施し，要望を把握して対応するための体制も充実している。 

 近年は，資格取得や留学経験のための支援として様々な取り組みが行われている。資格では学生の

資格取得状況を把握や受験の支援なども積極的に行われている。留学については交換留学制度による

派遣制度にも取り組んでいる。外国人留学生の受入にあたっても，学習と生活の両面から支援するた

めのチュータ制度によりきめ細かな指導が行われている。 

 遠隔地出身の学生への支援として学生寮を設置し，寮務委員会に加え全教員交代による宿日直が実

施されている。学生の進路指導でも，進路指導委員会と担任の協力の下，学生の状況を把握したきめ

細かな指導が行われている。 
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